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１．プロジェクトの背景 
 

これまでは売上を順調に拡大してきたが、ボリューム対応が中心で、事業構造は限界に近づいている。具体的には、下記のような課題を背景に、ＢＰＲ的活動が必要な 
状況になって来ている。 
 

  ・営業および制作業務の負荷が高く、受注情報と制作情報の親和性も低い 
  ・営業担当者を増員しても、生産性は向上していない（人の問題では解決できない局面になっている） 
  ・効果情報を主とした各種情報の蓄積が不十分で、戦略的に活用できる状態になっていない 
  ・局所的に業務の効率化が図られた結果、個別システムの乱立とシステム間不整合を招いている 
  ・システム同士を“人”が繋いでいるという構図があり、そこに必要悪な業務が存在する 
 

 

・営制のコミュニケーションロス 

・商品の複雑さ 
・制作進行のミス誘発（品質低下） 

・営業生産性は頭打ち 
・顧客提案機会の喪失 

・人海戦術の限界（付帯業務増加） 

制作効率の低下 

営業機動力の低下 

起きていること 

“商品”による拡大 

“人員”による拡大 

やってきたこと 

継続的な利益の創出 

継続的な売上の創出 

目指すこと 

環境の変化（利用者のニーズや期待値の増加、商品の継続的な増加など） 

情報誌リニュアル 

制作体制の変更 

システムの再構築 

問題解決に向けて取り組むべきこと 
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 ■現在の状況とあるべき姿 

【現状】 【あるべき姿】 

内部の阻害要因が、全体の「悪循環」を引き起こしてい

る。必要な環境や、それをバックアップする仕組みがな

いため、現状から脱却する余力が生み出せない 

環境整備と仕組みによって、定常業務の極小化を図り、

生み出された余力を本来の役割に従ってパワーシフト

し、三者間を繋ぐ『有機的な循環』を実現させる 

顧客 

 

顧客 

新たな仕組み 
 

カスタマ 事業 

 

  

営業

企画

制作

編集

制作

効果 

利用度 

満足度 
顧客提案へのパワーシフト 

マーケット戦略への

パワーシフト

商品開発への 
パワーシフト

 

カスタマ 事業 

効果 

満足度 

営業の制作への関与

力技のマーケティング 

多彩な表現に限界

個別システムの乱立 

営業 

企画 
制作 

編集

制作

利用度 
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３．プロジェクトの目的 

 

  本プロジェクトは、ＸＸ情報誌のリニュアル（リニュアル、制作体制の変更、システムの再構築）により、以下に貢献することを目的とする。 

 

・制作関連業務からの営業の手離れを良くする 

 

  → システムの導入に合わせて役割分担を見直し、ピュアセールスタイムの創出、原稿品質の担保を実現する 
 

・商品企画の流動性に耐えうる仕組を作る 

 

  → 基本情報のデータベース化と商品企画の構造化によって、スピード感と付加価値の高い本作りを目指す 
 

・適切な顧客提案を行うための土壌を築く 

 

  → 基本情報の組合せや効果情報とのマッチングよって、マーケティング力、提案力の底上げを図る 
 

 

 

 

４．プロジェクトのスコープ 

 

  プロジェクトスコープのポイントを以下に示す。 

 

・新たに追加する全ての商品企画は、新システムでカバーする 

・既存システムは極力修正せず、新システムとの各種インターフェース部分を対象とする 

・既存システムと新システム間のインターフェースは一方向のみとする 

・新システムは、将来の拡張性と独立性を考慮し、既存システムとの親和性を極力“疎”にするような設計とする 

・データ活用の面では定型的な機能として実装せず、マーケティングや提案に必要なデータを別の環境に格納する 

・インターネットによる情報提供サービス部分は、プロジェクトの対象外とする 
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 ■プロジェクトスコープのイメージ図 
 
 

ク
ラ
イ
ア
ン
ト 

既存システムのデータの流れ 

新システムのデータの流れ 

顧客 受注 

マスタ

勘定系システム 新システム（業務系） 

商談 

進行 

基本 顧客 ＦＡＸ

メール

資料請求管理システム

基本 原稿 

マスタ

ネットシステム 

原稿 台割 

ＩＤＸ

新システム（制作系） 
既存システム 

本プロジェクトでは改修は発生しない 

プロジェクトスコープ 

部分のみの改修となる 

既存システム 

本プロジェクトではインターフェースの 

 

分析用データ 


